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近況：一難去ってまた一難
帯広市医師会
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　私事ながら、昨年末から災難続きとなっている。

事の発端は昨年10月頃より１年ほど放置していた心

房細動から徐々に右心不全が進行し、階段の上り下

りがつらくなってきたことである。家族から再三、

循環器内科を受診するよう言われていたが無視して

いたことのつけが回ってきたようだ。そうこうする

うちに、12月上旬、札幌での講演会の移動の際に当

日降った雪がブラックアイスバーンとなっているの

に気づかず道路中央で転倒、右足首脱臼、三果骨折

をしてしまった。転倒した際に立ち上がることがで

きず近くを歩いていた人に路肩に引っ張ってもらい

車に何とか轢かれずに済んだが、その日の講演会お

よび年末、年始に予定した３件ほどの講演会すべて

穴をあけてしまった。骨折は市立札幌病院で手術を

受けることとなったが、心臓の状態が思わしくない

ことから３週間ほど状態が落ち着くまで待つ羽目に

なり、やっと大晦日に退院ができた。心臓の方は相

変わらずの状態で、年明け早々市立札幌病院に再入

院しアブレーション治療を受け何とか心不全も落ち

つき、２か月ぶりに帯広に戻り診療に復帰した。

　家族はもちろんのこと、治療していただいた先生

方、当院のスタッフには感謝しかない気持ちでいっ

ぱいである。

　また、診療復帰前に厄払いをし、これで大丈夫と

思った矢先２月末夜半に当院で火災が発生、５月

いっぱい休診となってしまった。近隣の先生方に多

大なご迷惑をかけてしましたことをこの場をお借り

してお詫びとお礼を申し上げたい。

　現在、分院として隣のビル１階で診療をしている。

診療再開に際して診療所内でお祓いを行っていただ

いた。神事が無事終わりこれで大丈夫と思った途端、

供えていたバナナの房がどさっと床に落ちてしまっ

た。まだ厄は完全に払われていないと感じ、今も戦々

恐々と診療している今日この頃である。
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